Impa^ tortorum lon^os Jiic 

furores 

Sanguinis innocui, n〇n s^t&ta, 

aluit. 

sosp-ite nunc pstria, f.r£lcto nunc 

funeris ^ntro. 

Mors nt>i dira fuit vita s^lusque 

「ここに かって 神 を 恐れざる 拷問 

者の 群れ、 飽 くこと なく、 

罪な き 者の 血に、 長く そが 狂暴の 



じゅもん はぐく 

呪文 を 育 みぬ。 

今や 国土 やすらかに、 恐怖の 洞穴 

は うちこわされ、 

恐ろしき 死の ありし ところ、 生命 

と 平安と 現われたり」 

〔パリの ジ ヤコバ ン 倶楽部の 

遺趾に 建てら るべ き巿場 の 門扉 

にしる すため に 作られた 四 行 

き B」 



私 は 弱って いた、 —— あの 長い あいだの 苦痛の ため 

に、 死にそう なくら いひ どく 弱って いた。 そして 彼ら 

いまし 

が やっと 私の 縛め を 解いて、 坐る こと を 許して くれ 

た ときには、 もう 知覚が 失われる の を 感じた。 宣告 I 

I 恐ろしい 死刑の 宣告 —— が 私の 耳に とどいた 最後の 

はっきりした 言葉であった。 それから のち は、 宗教 裁 

判 (1) 官 たちの 声が、 なに か 夢の ような、 はっきり 

しない、 がやがや という 音の なかに 呑み こまれて しま 

うように 思われた。 それ は 私の 心に 回転と いう 観念 を 

伝えた。 —— たぶん、 水車の 輪の ぎい ぎい まわる 音 を 



—— いや！ 無我夢中 のとき でも —— いや！ 気絶し 

ている ときで も —— いや！ 死んで いても —— いや！ 

墓の なかに あって さえ も、 すべてが 失われる もので は 

ない の だ。 でなければ 人間に とって 不滅と いう ことが 

なくなる。 もっとも 深い 眠りから覚める とき、 我々 は 

うすもの 

なに かしら 薄紗の ような 夢 を 破る ものである。 しかし 

もろ 

一秒 もた つと (その 薄い もの は それほど 脆い もので あ 

ろう) 我々 はい ままで 夢 をみ ていた こと をもう 覚えて 

いない。 気絶から よみがえ るまでに は 二つの 段階が あ 

る。 第 一 は、 心的 もしくは 精神的 存在の 知覚の 段階で 

あり、 第二 は、 肉体的 存在の 知覚の それで ある。 もし 



思議な 宮殿 やど こか 見知った ような 顔な ど を 見る 人で 

はない。 世の 多くの 人々 の 眼に はう つらない ような 悲 

しげな 幻影が 空中に 浮んで いるの を 見る 人で もない。 

なに かの 珍しい 花の香 を 嗅いでも の 思いに ふける 人で 

もない。 いままで はなん の 注意 も ひいた ことのな いよ 

うな 音楽の 韻律の 意味 を 考えて 頭が 乱される 人で もな 

ヽ o 

レ 

思い出そう とする 考え深い いくたび もの 試みの 最中 

に、 私の 霊魂が 落ちて いった あの 虚無ら しい 状態の 形 

跡 をよ せ 集めよう とする 熱心な 努力の 最中に、 とき ど 

きう まく 思い出せ たと 思う 瞬間が あった。 あとに なつ 



ち (恐ろしい 一 行！) が 下降しながら とっくに 限りな 

いものの 限界 を も 越えて しまって、 彼らの 労苦に 疲れ 

はてた 歩み をと どめた かの ように。 そのの ちに 思い起 

すの は 平坦と 湿気との 感じで ある。 それから はすべ て 

が 狂乱 —— 考える こと を 許されない いまわし いものの 

あいだ を 忙しく とびまわる 記憶の 狂乱で ある。 

まったく とつぜんに、 私の 魂に 運動と 音と が —— 心 

臓の はげしい 運動と、 耳に 響く その 鼓動の 音と が、 戻 つ 

てきた。 それから いっさいが 空白で ある 合間。 やがて 

また 音と、 運動と、 触覚 —— 体 じゅうにし みわたる ぴ 

りぴり 疼く 感覚。 次に 思考力 を 伴わない 単なる 生存の 



どんな 状態で いるので あろう？ 死刑 を 宣告され た 者 

が 通常 autos-da-f§ (「信仰の 行為 (2)」) で 殺される 

こと は 私 も 知っていた。 そして それが 私の 審問され た 

日の ちょうど その 夜に も 執行され たのであった。 私 は 

自分の 牢へ 送り かえされて 幾 月 もの あいだ 起り そうに 

もない 次の 犠牲 を 待つ ことにな つたので あろう か？ 

そんな ことがある はず はない と 私 はすぐ 悟った。 犠牲 

者 はすぐ に 必要な の だ。 そのうえ、 私の 前の 牢は、 ト 

レ ー ド (3) にある すべての 監房と 同じように、 石の 

床であって、 光線が ぜんぜん さえぎられ てはいな か つ 

た。 



恐ろしい 考えが このと き 急に 念頭 に 浮び 、 血 は 奔流 

のように 心臓へ 集まった。 そして 少しの あいだ、 私 は 

もう 一 度 無感覚の 状態に あともどりした。 我に 返る と 

け 、- れん 

すぐ、 全身の 繊維が 痙攣 的に 震えながら も、 すっと 立 

ち 上がった。 頭の 上 や 身の まわ リゃ あらゆる 方向に 両 

腕 を 乱暴に 突き出して みた。 なんにも 触れなかった。 

それでも 墓穴の 壁に 突き 当り はしない かと 思って、 一 

歩 で も 動く こと を 恐れた。 汗が 体 じ ゆ う の 毛孔から 流 

れ 出て、 額に は 冷たい 大きな 玉が たまった。 この 不安 

な 苦痛に とうとう 堪えられ なくなった。 そこで 両手 を 

ひろげ、 かすかな 光線で もとらえ ようと 思って 眼 を 



て —— そのと きに 布片 のと ころへ 着いた ので あつ た。 

してみ ると 全体で 百 歩 ある ことになる。 そして 二 歩 を 

一 お -— ド として 私 はこの 牢獄の 周囲 を 五十^ -— ドと推 

定 した。 しかし 壁のと ころで 多くの 角に 出会った ので、 

あなぐら 

この 窖 —— 窖 であろう という こと は 想像し ない わけ 

に は ゆかなかった —— の 形状 を 推測す る こと はでき な 

かった。 

このような 調査に は 私 は ほとんど 目的 を —— たしか 

に 希望な ど は 少しも —— 持って いなかった。 けれども 

漠然とし た 好奇心が 私 を 駆 つて その 調査 を つづけさせ 

た。 私 は 壁のと ころ を 離れて、 この 構内の 地域 を 横断 



何 秒 かたつと、 まだ 倒れて いる あいだに、 それが 私の 

注意 を ひいた。 それ はこうい うこと であった。 私の 

頤 t は 牢獄の 床の 上に ついてい たが、 唇 や 頭の 上部が、 

顎よりも 低くな つてい るら しいのに、 なにに も 触れて 

いないの である。 同時に 額が しっとりとした 湿気に ひ 

たって いるよう に 思われ、 腐った 菌類の 独得の 臭いが 

鼻 をつ いてきた。 私 は 片手 を 突き出した。 すると 自分 

おとしあな 

が 円い 落 穴 のちよ うど 縁の ところに 倒れ ている こと 

に 気がつい たので、 ぞっと 身ぶ るいした。 その 落 穴の 

大きさ はもち ろん、 その ときには 確かめる 方法 もな 

かった が。 私 は その 縁の すぐ 下の 石細工の あたり を 手 



しかし また 眼 を 開いた ときには、 今度 は 身の まわりの 

ものが 見える ようにな つていた。 どこに その 光源が あ 

るの か 初めは わかり かねた 異様な 硫黄 色の 微光に よつ 

て、 この 牢獄の 広さ や 様子 を 見る ことができ たの だ。 

牢獄の 大きさに ついて 私 は ひどく 思い違いをし てい 

た。 壁の全周囲はニ十五^ -— ドを 超えて いなかった。 

この 事実 は 数 分の あいだ、 私に 役に も 立たない 非常な 

苦労 を させた。 まったく 役に も 立たない、 —— なぜな 

ら、 私の 取り まかれて いる この 恐ろしい 事情の もとに 

あって、 牢獄の 面積な どと いう ことよりも 下らない こ 

とがあろう か？ だが、 私の 心 はつ まらない ことに 異 



常な 興味 を 持って いた。 そして、 測量 を するとき に自 

分が 犯した 誤ち の 理由 を 明らかにしよう とする 努力に 

ひらめ 

没頭した。 とうとう 真相が 頭に 閃いた。 最初に 探索 

しょうと 試みた ときには、 倒れる までに 五十二 歩 を 数 

えていた。 そのと き は セルの 布片 へもう 一歩 か 二 歩と 

いうと ころへまで 来て いたにち がいない。 実際、 私 は 

ほとんど 窖を 一周して いたの だ。 それから 眠った、 I 

I そして 眼が 覚める と、 前に 歩いた ところ を 逆に 戻つ 

たにち がいない、 —— こうして 周囲 を 実際の ほとんど 

二倍に 想像した の だ。 心が 混乱して いたので、 私 は 壁 

を 左に して 歩き だし、 戻った ときには 壁 を 右に してい 



にす るよう に 強く ひきつけた。 それ は 普通に よく 描か 

タイム 

れ ている ような 時 の 画像 (4) であって、 ただ 違う の 

は 大鎌の かわりに、 ちょっと 見たところ では、 古風な 

掛 時計に ついている ような 巨大な 振子 を 描いた ので あ 

ろうと 想像され る もの を、 持って いる ことであった。 

しかし この 機械の 様子に は、 なに かしら 私に もっと 注 

意 深く 眺めさせる ものが あった。 まっすぐに 上 を 向い 

て それ を 眺める と (というの は それの 位置 はちょう ど 

私の 真上に あつたから)、 なんだか それが 動いて いる 

ような 気がした。 間もなく その 考え は 事実 だとい うこ 

とがわかった。 その 振動 は 短く、 もちろん ゆっくりし 



は、 たいへ んな 努力と 注意が 必要 だ つ た。 

ふたたび 視線 を 上の 方へ 向けた ときまでに は、 半時 

間 か、 それとも あるいは 一時間 も (というの は 完全に 

時間 を 注意す る こと はでき なかった から) たって いた 

かもしれ ない。 そのと き 見た ことで、 私 はすつ かり 

狼狽し、 驚かされた。 振子の 振動 は 一 ャ— ド近 くも そ 

の 振幅 を 増して いるの だ。 当然の 結果と して、 その 速 

度 もまた 大きくな つていた。 しかし、 私が もっとも 不 

安だった の は、 それが 眼に 見えて 下降して くると いう 

考えであった。 それから 私 は、 その 振子の 下端が きら 

きら 光る 鋼鉄の 三日月形 になって いて、 先端から 先端 



の 役人 どもに は 知れて いた。 —— あの 落 穴 —— その 恐 

怖 こそ 私の ような 大胆不敵な 国教 忌避 者の ために 用意 

して あつたの だ。 あの 落 穴 —— それ こそ 地獄の 典型で 

あり、 噂に よれば 彼らの あらゆる 刑罰の なかの 極点と 

考えられて いるもの だ。 この 落 穴に 落ち こむ こと を、 

私 はま つ たく 偶然の 出来事に よ つての がれた ので あつ 

きょうがく わな 

た。 そして 私 は 驚愕、 つまり 拷問の 罠に 落ち こんで 

苦しむ ことが、 この 牢獄の いろいろな 奇怪な 死刑の 重 

要な 部分と なって いる こと を 知った。 深淵へ 落ちな 

かった からに は、 私 を その 深淵の なかへ 投げ込む とい 

うこと は、 かの 悪魔の 計画に はなかった。 そこで (ほ 



かにと るべき 方法 もない ので) それより 別の、 もっと 

お 手 やわらかな 破滅が 私 を 待つ ことにな つたの だ。 お 

手 やわらかな！ こんな 言葉 を こんな 場合に 使う こと 

くもん 

を 思いつく と、 私 は 苦悶の なかで もちよつ と 微笑した 

のだった。 

鋼鉄の 刃の もの 凄い 振動 を 数えて いる あいだの、 死 

よりも 恐ろしい 長い 長い 幾 時間の こと を、 話した とこ 

ろで なんに なろう！ 一 インチず つ 一 ライン (5) 

ずつ —— 長い 年月と 思われる 間 をお いて、 やっと わか 

るよう な 降り 方で —— 下へ、 もっと 下へ と、 降りて く 

る！ それが ひりひり する ような 息で 私 を 煽りつ ける 



くらい 身近に 迫って くるまでに は、 幾日 か 過ぎた、 I 

I 幾日も 幾日も 過ぎた にちがいない。 鋭い 鋼鉄の 臭い 

が 私の 鼻孔 をお そった。 私 は 祈った、 —— それが もつ 

と 速く 降りて くるよう にと、 天が うるさがる ほど 祈つ 

た。 気が狂った ようになり、 揺れて いる その 偃月刀の 

方へ 向って 自分の 体 を 上げようと もがいた。 それから 

また 急に 静かに なって、 子供が なに か 珍しい 玩具 を 見 

たと きのよう に、 その きらきら 輝く 死の 振子 を 見て 微 

笑しながら 横たわつ ていた。 

もう 一度、 まったく 無感覚のと きがあった。 それ は 

短い あいだであった。 なぜなら、 ふたたび 我に 返った 



ときに 振子 は 眼に つく ほど 下って いなかつ たから。 し 

かし あるいは 長い あいだであった かもしれ ない、 —— - 

というの は、 私の 気絶す るのに 気をつけ ていて、 振子 

の 振動 を 思う ままに 止める こと もで きる 悪魔 どもの い 

る こと を、 私 は 知ってい たから。 正 気づく とまた、 私 

は ひどく おお！ なんとも 言いよう もない ほど I 

I 気分が 悪く 衰弱して いる こと を 感じた、 ちょうど 長 

いあい だの 飢え 疲れの ように。 その 苦痛の あいだに さ 

え、 人間の 本能 は 食物 を 求める のであった。 私 は 苦し 

い 努力 をして 左腕 を 紐の 許す かぎり 伸ばし、 鼠が 食い 

残して おいて くれた 食物の わずかな 残り を 手に入れた。 



その 一片 を 口の なかへ 入れた とき、 私の 心に は 半ば 形 

になった 歓喜の —— 希望の —— 念が 湧き あがった。 し 

かしこの 私が 希望な どに なんの 用が あろう？ それ は 

いま 言った とおり、 なかば 形に なった 考えであった。 

< は よく そんな 考え を 持つ が、 それ は 決して 完成 

される もので はない。 私 は それが 歓喜の —— 希望の I 

I 念で ある こと を 感じた。 しかし また それが 形に なり 

かけて 消えて しまった こと を 感じた。 それ を 仕上げよ 

うと —— 取り もどそうと 努めた が 無駄だった。 長い あ 

いだの 苦しみ は、 私の あらゆる 普通の 心の 能力 を ほと 

んど 絶滅 させて しまって いた。 私 は 低能者に なって い 



た、 —— 白痴に なって いた。 

振子の 振動 は 私の 身の 丈と 直角に なって いた。 私 は 

偃月刀が 自分の 心臓の 部分 をよ ぎる ように 工夫して あ 

る こと を 知った。 それ は 外衣の セル を 擦り切る だろう 

それから 返り、 そして また その 動作 を くりかえす 

だろう、 二回 三回と。 振幅が もの 凄く 広くな 

り (約 三十 フィ— トか、 または それ 以上)、 しゅっし ゆ つ 

と 音 をた てて 降りて くる 勢いが 鉄の 壁 さえ 切り裂く く 

らいで あっても、 数 分 間と いう もの は それの する こと 

はや はり 私の 外衣 を 擦り切る こと だけであろう。 ここ 

まで 考えて くると 私の 考え はと まった。 この 考えより 



こと を 考える と、 体 じゅうの 神経が みなう ち 震えた。 

この 神経 をう ち 震えさせ 体 を ちぢませる もの は 希 

望であった。 宗教裁判 所の 牢獄の なかであって さえ 死 

刑囚の 耳に ささやく もの は 希望 —— 拷問台の 上に あつ 

て さえ 喜びい さむ 希望 —— であ つ た。 

もう 十回 か 十二 回 振動 すれば 鋼鉄の 刃が 私の 外衣に 

ほんとうに 触れる という ことが わかった。 —— そして 

それが わかる と、 ふいに、 私の 心に は 鋭い 落ちついた 

絶望の 静けさが やって きた。 この 幾 時間 もの あいだ I 

I あるいは おそらく 幾日もの あいだ —— いま 初めて 私 

は 考えた。 すると、 自分 を卷 いている 革 紐つ まり 上 腹 



ら めいた。 全体の 考えが いま あらわれて きたの だ。 I 

I 弱い、 あま リ 正気で もない、 あまり はっきり しない 

もので あつたが、 —— それでも とにかく 全体であった。 

私 はすぐ に 自暴自棄の 勇気で、 その 考えの 実行に とり 

かかった。 

もう 幾 時間 も、 私の 臥て いる 低い 枠組の すぐ 近くに 

は、 鼠が 文字 どおり 群がって いた。 彼ら は 荒々 しく、 

大胆で、 がつがつして 飢えて いた。 —— 彼らの 赤い 眼 

は、 ただ 私が 動かな くな リさ えしたら 私 を 餌食に しょ 

うと 待ち かまえて いるよう に、 私の 方 を 向いて ぎら ぎ 

らと 光って いた。 「この 井戸の なかで あいつら はいつ 



て じっと 臥て いた。 

初めは その 飢えき つた 動物 ども も、 この 変化に —— 

運動の 中止され たのに —— 驚きお それた。 彼ら はび つ 

くりして 尻込みした。 井戸の 方へ 逃げた やつ も 多 かつ 

た。 しかし これ はほんの しばらくの ことにすぎ なかつ 

た。 彼らの 貪欲 を あてに したの は 無駄ではなかった。 

私が 身動き もし なくなつ たの を 見て とる と、 いちばん 

大胆な やつが 一、 二 匹、 枠の 上に 跳び あがって、 革 紐 

を 嗅いだ。 これが まるで 総 突撃の 合図の ようであった _ 

彼ら は 井戸から 出て きて、 新たに 群れ をな して 駆け 集 

まって きた。 枠の 木に かじりつき —— それ を 乗り こえ 



はっきりと 悟った。 すでに 一力 所以 上 も 切れて いるに 

ちがいない ことが わかった。 超 人間的の 決心 を もって、 

私 はじ つ と 横たわ つていた。 

私の 予想 はまちが つてい なかった、 II 忍耐 も 無益 

ではなかった。 やっと 私 は 自由にな つたの を 感じた。 

革 紐 は 幾す じかにな つて 体から ぶら下がった。 しかし 

振子の 刃 はもう 胸のと ころに 迫った。 それ は 外衣の セ 

ルを 裂いて いた。 その 下の リンネル も 切って いた。 ま 

たも 二回 揺れた。 すると 鋭い 苦痛の 感覚が あらゆる 神 

経に 伝わった。 しかし 逃げ出る 瞬間が きている の だ。 

手 を 一 振りす ると、 私の 救助 者 ども は あわてふためい 



て どっと 逃げさった。 じりじりと 身 を 動かし —— 気 を 

つけて、 横 ざまに すくみながら、 ゆっくりと 革 紐 

からすり ぬけて、 偃月刀のと どかない ところへ 身 をす 

ベら した。 少なくとも 当分 は、 私 は 自由にな つたの だ _ 

自由！ —— 宗教裁判 所の 手に つかまれながら！ 

恐怖の 木の 寝台から 牢獄の 石の 床に 足 を 踏み出す とす 

ぐ、 あの 地獄の ような 恐ろしい 機械の 運動が ぴったり 

と 止り、 なに か 眼に 見えない 力で するすると 天井の 上 

に 引き上げられ るの を 私 は 見た。 これ は 非常に 強く 身 

にしみ た 教訓であった。 私の 一挙一動 がみな 看視され 

ている こと は 疑いがない。 自由！ —— 私 はた だ 苦悶 



うの は 壁の 下の 方で 牢獄 をぐ るりと 一 まわりし ている- 

だから 壁 は 床から 完全に 離れて いるよう に 見えた し、 

また ほんとうに 離れて いたので ある。 その 隙間からの 

ぞ こうと 骨 を 折った が、 もちろん 無駄であった。 

この 試み を やめて 立ち上が ると、 この 部屋の 変化の 

神秘が 急に 理解され るよう になって きた。 私 は 前に、 

壁 上に 描かれて いる 画の 輪郭 は 十分 はっきりし てはい 

るが、 その 色彩が ぼんやり していて 明瞭で はない よう 

だとい う- J と を 述べ た。 と- J ろが その 色彩が いまや 驚 

く ほどの 強烈な 光輝 を 帯びて、 しかも 刻 一 刻と その 光 

輝 を 増し、 その 幽霊の ような 悪鬼の ような 画像 を、 私 



のの 意味 を 理解し ようと はしなかった。 やっと それが 

おのの 

私の 心に 入って きた、 —— 無理に 押し入った、 戦き 震 

える 理性に 焼きつ けた。 おお、 もの を 言う 声が 出たら 

いいの だが！ —— ああ、 恐ろしい！ —— ああ、 こ 

の ほかの 恐ろし さなら なんでも よい！ 鋭い 叫び声 を 

あげて 私 は その ふちから 駆け もどり、 両手に 顔 をう ず 

めた、 —— はげしく 泣きながら。 

熱 は 急速に 増した、 私 は 瘧 の 発作の ようにぶ るぶ 

る 震えながら、 もう 一度 眼 を あげた。 監房の なかには 

二度目の 変化が 起って いた、 - I そして 今度の 変化 は 

明らかに 形に 関する ものであった。 前と 同様に、 初め 



のうち は 起 りつ つ ある こと を 感知し 理解し ようと 努め 

たが、 無駄だった。 だが、 疑念の なかに とり 残されて 

いるの も 長く はなかった。 二回 も 私が のがれた ので、 

ふくしゅう おそれ 

宗教裁判 所 は 復謦を 急いでいた。 そして 懼 怖の 王 

(6) とこのう え ふざけて いる わけに は ゆか なくなつ 

たの だ。 部屋 は 前に は 四角形であった。 私 はい ま その 

鉄の 四隅の なかの 二 つが 鋭角 をな している の を —— し 

たが つ て 当然 ほかの 二 つ は 鈍角 をな している の を 認め 

た。 この 恐ろしい 角度の 違い は、 低く ごろごろ いうよ 

うめ 

うな、 または 呻く ような 音と ともに 急速に 増した。 ま 

たたく まに 部屋 は その 形 を かえて 菱形と なった。 しか 



てきた。 その 中心、 つまり その 幅の広い ところ は、 大 

きく 口 を 開いて いる あの 深淵の 真上であった。 私 はた 

じろ いだ、 —— が 迫って くる 壁 は 抵抗で きないよ うに 

私 を 前へ 押しす すめた。 とうとう 焼け こげて 悶えく る 

しむ 私の 体に は、 もう 牢獄の 堅い 床の 上に 一 インチの 

足場 も なくなった。 私 はもう もがかなかった、 が 私の 

苦悶 は、 一声の 高い、 長い、 最後の、 絶望の 絶叫と なつ 

て ほとばしった。 私 は 自分が 落 穴の ふちへ よろめき 

よった の を 感じた、 —— 私 は 眼 を 逸らした —— - 

が やが や いう 人声が 聞え た！ 多くの 喇叭の 音 の よ 

うな 高らかな 響きが 聞え た！ 百雷の ような 荒々 し い 



軋リ 音が 聞え た！ 炎の 壁 は 急に とびのいた！ 私が 

失神して その 深淵の なかへ 落ち こもうと した 瞬間に、 

一 つの 腕が のびて 私の 腕 をつ かんだ。 それ は ラサ ー ル 

将軍 (7) の 腕であった。 フランス 軍が トレ— ドに 入つ 

たの だ。 宗教裁判 所 は その 敵の 手に 落ちた。 



(1) 十二 世紀 ごろから 始まり その後 数 世紀に わ 

たって、 口— マ 教会の 教権 擁護の ために、 

異端 そ の 他 宗教に 関する 罪悪 を 摘発 撲滅す 

るた めに 行われた、 歴史上 有名な 裁判。 I 



I フランス、 イタリア、 ドイツ、 スペイン 

ポルトガル、 その他 ョ— 口 ツバの 諸国に お 

いてさ かんに 行われて、 異教徒の 迫害に 利 

用され、 ことに スペイン における 宗教裁判 

きゅうもん しゅんれつ 

は その 轧 問が 峻烈 で 処刑が 残酷な ので 有 

名であった。 第 十八 世紀に いたってよ うや 

くやみ、 スペイン では 最も 遅く、 一八 三 四 

年まで 行われた。 

(2) ポルトガル語で 「信仰の 行為」 の 意。 宗教 

裁判所の 異教徒 処刑の 判決 宣告 式、 および 

その 処刑、 ことに 火刑 を 言う。 ここで は そ 



の 火刑の 意味で ある。 —— 宗教裁判 におい 

て 有罪と 決定され たもの は、 異端の 帽と異 

端の 服と をつ けさせられ 僧侶の 行列に 囲ま 

れて、 跣 足で 巿街を ひきまわされ、 最後に 

聖壇の 前に 立 つ て 死刑 を 宣告され、 刑吏の 

手に よ つ て 生きながら 焚き 殺される ので 

あった。 

(3) Toledo —— スペイン 中央部の トレ— ド州 

の 町。 マ ドリ ッドの 南西に ある。 

(4) 普通よ く 見られる とおり、 大鎌 を 肩に し、 

砂時計 を 手に している 老人の 画。 
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一 インチの 十一 一分の 一 の 長さ。 

「死」 のこと。 —— 旧約 ヨブ 記 第 十八 章 第 

十四 節、 「やがて 彼 は その 恃 める 天幕より 

ひきはな もと おい 

曳 離されて 懼 怖の 王の 許に 駆 やられん」 

Antonie Qlarles Louis Colinet L6!s6Qle 一 

七 七 五 I 一 八 〇 九) —— ナポレオン 一 世の 

部下の 有名な 将軍。 彼が スペインに 攻め 

入った の は 一 八 〇 八 年で ある。 
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